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平成２３年度南魚沼市公営企業会計決算審査意見 

 

第１ 審査の対象 

   平成２３年度南魚沼市水道事業会計決算 

   平成２３年度南魚沼市病院事業会計決算 

 

第２ 審査の期間 

   平成２４年６月１３日から平成２４年８月１７日まで 

 

第３ 審査の方法  

   審査は、各事業会計の決算書類が関係法令に準拠して作成されているか否か、

並びに各企業の経営成績及び財政状態を適正に表示しているかどうかを検証

するとともに、その経営の内容を分析した。 

    審査にあたっては、決算書類と会計諸帳簿、証書類との試査、照合及び関係

職員からの説明を聴取して審査を実施した。 

 

第４ 審査の結果 

    審査に付された各事業会計の決算書類は、いずれも関係法令に準拠して作成

されており、かつ、計数は各企業の経営成績及び財政状態を適正に表示してい

るものと認めた。 
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第５ 審査意見 

 １ 水道事業会計 

本年度の業務状況については、行政区域内の人口が６１,０８１人で前年度より

５３１人の減、給水人口が５９,３８０人で前年度より５１３人の減、給水件数が

２３,４８８件で前年度より７２件の増加となっている。普及率は行政区域内人口、

給水人口とも、ほぼ同数が減少したことから前年度と同率の９７.２％となってい

る。 

本年度の建設改良工事としては、３年間の継続事業で取り組んできた遠隔監視

システム整備事業がようやく完了し、一体的かつ総合的な監視が可能となった。

また、栃窪・岩之下の水道施設整備事業、老朽管布設替工事等を実施した。管路

等の拡張工事では、滝谷地区をはじめ２６工区を行っているが、災害復旧を優先

したことから、発注工事の打ち切り、計画変更を行いながら施設の復旧に取り組

んできた。 

配水管布設延長は８,６１７.０メートルで、うち老朽管布設替で４,０２３.８メ

ートルの工事を実施している。なお、工事施工にあたっては、道路工事や下水道

工事との同時施工により経費の軽減に努めている。 

(１)利用概況 

年間配水量は、８３７万２ ,１７９立方メートルで前年度に比べ１０万 

１,９３７立方メートル（１.２％）の減となり、年間有収水量も６５８万９４４

立方メートルで前年度より１９万３２８立方メートル（２.８％）減少しており、

有収率も７８.６%と前年度より１.３ポイント低下した。給水人口の減少、節水志

向などのほか豪雨災害による影響が大きいものと思われる。また、施設利用率は

前年度より０.５ポイント低下し３２.８％、最大稼働率は４０.４％で前年度より

１.３ポイント上昇した。 

（２）経営状況 

本年度の事業損益を見ると、事業総収益が２３億３,６３８万円、総事業費用が

２５億７,１３２万円で２億３,４９４万円の純損失となり、前年度の繰越利益剰

余金５億５,４８３万円を加えた当年度の未処分利益剰余金は３億１,９８９万円

である。今年度の給水収益は１６億５,５３０万円で有収水量の減収から前年度よ

り３,８４２万円の減収となった。 

収益率については、総収益対総費用比率は９０.９％（前年度１１７.１％）、営

業収益対営業費用比率は７８.６％（前年度１０６.２％）となっている。この要

因は中央遠方監視制御設備を主とする固定資産の除却が最大の要因である。次に

資金繰りを表す比率についてみると、２００％以上が理想値とされる流動比率は

５２４.４％（前年度３７０.８％）、１００％以上が理想値とされる当座比率は 

３１８.３％（前年度２８７.０％）、２０％以上が理想値とされる現金預金比率は

２５９.９％（前年度２２１.０％）といずれも理想値を大幅に上回っている。 

また、給水収益に対して企業債の元利償還金の比率を示す企業債元利償還金対



- 3 - 

料金収入比率は１０５.６％（前年度１０４.６％）となり、前年度より１.０ポイ

ント上昇し、水道料金収入が企業債元利償還金を９,２４８万円下回った。 

（３）むすび 

平成２３年度は、東日本大震災と福島の原発事故、７月の新潟・福島豪雨水害

と相次ぐ災害に見舞われた。放射能汚染による脱水汚泥の通常処理不能による滞

貨、大量の濁流や土石流により浄水場の処理能力が追い付かず、断水が起こるな

ど、大変な状況が起こりました。それぞれの対応、復旧には大変なご苦労があっ

たものと思います。関係職員はじめ支援いただいた各関係機関の皆さまに感謝と

敬意を表します。 

行政区域内の人口、給水人口とも年々の減少傾向に歯止めがかかりません。年

間配水量も前年度より１０万１,９３７立方メートル減少し、施設利用率は前年度

より０.５ポイント低下して３２.８％となっている。 

経常経費の増加と有収水量の減少から給水原価が３８６円、供給単価が２５１

円５３銭となり、逆ザヤ現象は前年度より８１円５６銭拡大し、１３４円４７銭

となった。 

今後も人口の減少や景気の低迷、節水器具の普及などから、水の需要拡大は難

しい状況にある。１６億円超の元利償還金と１０億円超の減価償却費など、初期

投資の大きな経費負担や今後想定される新たな施設更新など、厳しい経営状況は

今後も続く。 

施設の過剰投資が根本的な要因のため、抜本的な改善策はすぐに見いだせる状

況にはないが、今後の施設改修や更新時を契機とした何らかの改善策が望まれる。

水需要の増加は望めない状況ではあるが、引き続き需要拡大、有収率向上への取

り組みが必要である。また、固定化未収金の徴収対策については、徴収員の増強

や給水停止措置等も執行しながら精力的に取り組んでおり、その成果が現れてい

る。今後も引き続き管理、回収に努められたい。費用面においても、投資の厳選

や管路の拡張、改修工事等にあたっては、道路改良や下水道工事等との同時施行

などによるコスト低減を図るとともに、引き続き業務の効率化と経営健全化に努

めていただきたい。 

また、放射能汚染の監視には引き続き注意を払い、最大の使命である良質で安

全、安心な水の供給に努めていただきたい。 

 

 ２ 病院事業会計 

当年度の業務状況については、入院業務は一般病床１６１床、療養病床３８床、

外来業務は月曜日から土曜日までの週６日制で、それぞれ業務を行った。 

年度末時点では、医師１９名で前年度末より派遣医師が３名増となったものの、

常勤医師体制の強化とはならず、医師不足の状況は依然として変わりなく、外来

患者は増えたものの入院患者は減少している。 

資本的支出の建設改良費は、医療機器として、超音波診断装置、麻酔管理シス
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テム、器材洗浄機、十二指腸ビデオスコープなどのほか、軽自動車１台の更新を

している。 

（１）利用概況 

当年度の延利用患者数は２０万３,１２３人で、前年度より２８１人（０.１％）

の増、この内入院患者数は５万７,１２４人で、前年度より４,５５３人（７.４％）

の減となった。入院患者のうち一般病床は４万３,３５１人で、前年度より 

４,４００人（９.２％）の減、病床利用率は７３.６％となっている。同じく療養

病床は１万３,７７３人で、前年度より１５３人（１.１％）の減、病床利用率は

９９.０％となっている。外来患者数は１４万５,９９９人で､前年度より４,８３４

人（３.４％）増加した。 

また１日平均の入院患者数は１５６.１人で、前年度より１２.９人（７.６％）

の減、外来患者の１日平均は５１４.１人で前年度より１７人（３.４％）の増と

なった。 

（２）経営状況 

本年度の経営収支をみると、事業収益は３９億９，２６２万円、事業費用は 

３７億１,８９９万円で、差し引き２億７,３６２万円の純利益となっている。こ

の要因は一般会計からの繰入金が前年度より５億５,５８３万円増加したことに

よる。また、この純利益に前年度からの繰越欠損金１３億８,５４２円を加えた当

年度未処理欠損金は１１億１,１８０万円となっている。 

一方、医業収支は、医業収益が３２億２,３６９万円で前年度より５８３万円の

増、医業費用が３６億４,１２３万円で前年度より１億３４３万円の増となり、医

業損失は前年度より９,７６０万円多い４億１,７５４万円となっている。 

企業債は、本年度１億６,５５２万円を償還し、未償還残高は１９件、５億 

４,２６６万円となった。また、一時借入金の年度末残高は、前年度より２億 

８,０００万円少ない５億円である。 

各種分析比率については、総費用に対する総収益の割合で、経営活動の成果を

表す総収支比率は１０７.４％（前年度９５.１％）、経常的な収益と費用の対比に

より単年度黒字の目安を示す経常収支比率は１０７.４％（前年度９５.１％）、病

院固有の事業にかかわる医業収支比率は８８．５％（前年度９１.０％）となって

いる。 

次に資金繰りを表す比率についてみると、短期債務の支払い能力、資産の流動

性を見る流動比率は、２００％以上が理想値とされるが１００.１％（前年度 

６８.１％）、当座資金と流動負債を対比する当座比率は、１００％以上が理想値

とされるが９２.９％（前年度６３.０％）、当座資金の調達運用が円滑であるかを

示す現金預金比率は、２０％以上が理想値とされるが１２ .６％（前年度 

１３.３％）となっている。 

（３）むすび 

医師の招聘については、年度末時点で期限付き派遣医師３名の増員となってい
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るが、常勤医師の招聘はならず、診療体制の強化が図れず計画した業務量の達成

はできなかった。 

長年取り組んできた病院機能評価については、ようやく認定となり、「ゆきぐに

大和病院」の内外における信頼が高まり、今後の発展につながるものと期待され

る。前年度末に比べ医業収益はほぼ同額であるが、医業費用が１億３４３万円の

増となった。内容は、給与費で２,１５６万円、材料費で３,４９１万円、経費で

４,６９６万円の増であるが、非常勤医師が多いことによる給与費増、高額薬剤の

使用増、病院機能評価のための経費増などが要因となっている。給与費対医業収

益比率は７２.２％（前年度７１.７％）となり、前年度より０.５ポイント上昇し、

さらに高い比率となっている。常勤医師の招聘により、人件費の圧縮と診療体制

の強化が望まれる。 

一般会計からの繰入金により、累積欠損金も前年度より２億７,３６２万円減少

し、１１億１,１８０万円となっている。一時借入金も２億８,０００万円減少し、

５億円となったことから資金不足は解消したが、一時借入金が恒常化しており、

一時的な資金対応の借入金とは言いがたい状況である。自治体病院には政策医療

（高度・先進・小児・救急・へき地）を遂行する責務や地域医療を守るという使

命があり、一般会計からの繰入金は、病院経営の状況を踏まえつつ、今後も配慮

が求められる。 

具体的に建設が始まった魚沼基幹病院（仮称）に関連して、地域医療の再編に

ついて、検討されているところであるが、再編後の各病院、診療所がそれぞれ十

分なる機能の発揮ができる体制整備の確立が望まれる。課題は多いが、今後とも

地域医療を守り住民の福祉向上のため一層の努力を望むところである。 
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水 道 事 業 会 計 

１ 業務実績 

 業務実績を前年度と比較すると第１表のとおりである。 

 

第１表 業務実績 

区    分 23年度 22年度 比較増減 前年度比 

人 口（人） 61,081 61,612 △ 531 99.1  

計画給水人口 （人） 81,820 81,820 0 100   

現在給水人口 （人） 59,380 59,893 △ 513 99.1  

普 及 率（％） 97.2 97.2 0.0 100.0  

給 水 戸 数（戸） 19,029 18,957 72 100.4  

配 水 量（㎥） 8,372,179 8,474,116 △ 101,937 98.8  

有 収 水 量（㎥） 6,580,944 6,771,272 △ 190,328 97.2  

有 収 率（％） 78.6 79.9 △ 1.3 98.4  

職 員 数（人） 18 19 △ 1 94.7  

 

 配水量、有収水量及び有収率の推移は第１図のとおりである。 
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第１図 配水量・有収水量・有収率の推移  
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  配水量は８３７万２,１７９㎥で、前年度に比較して１０万１,９３７㎥減少した。

前年度に比較して、豪雨災害直後の８月から９月までを中心として、前年の夏場の高

温からの反動と相まって１.２％の減少がみられた。 

 有収水量は６５８万９４４㎥で、前年度に比較して１９万３２８㎥減少した。また、

有収率は７８.６％で、前年度に比較して１.３ポイント低下した。 

 配水量及び施設能力の業務実績の推移は第２表のとおりである。 

 

第２表 配水量及び施設能力の業務実績              （単位：㎥・％） 

区 分 
１ 日 配 水 

能 力（A） 

１ 日 平 均 

配水量（B） 

１ 日 最 大 

配水量（C） 

施設利用率 

（B)/(A) 

負 荷 率 

（B)/(C) 

最大稼働率 

（C)/(A) 

23年度 69,809 22,875 28,186 32.8 81.2 40.4 

22年度 69,809 23,217 27,269 33.3 85.1 39.1 

21年度 69,812 23,045 28,142 33.0 81.9 40.3 

（注）施設利用率＝負荷率×最大稼働率 

 

１日平均配水量及び１日最大配水量の推移は第２図のとおりである。 

 

 

 1 日平均配水量は、前年度に比較して３４２㎥減少し、1 日最大配水量は前年度に

比較して９１７㎥増加した。施設利用率は、前年度に比較して０.５ポイント低下し

た。 

 また、負荷率は３.９ポイント低下しているが、これは 1 日平均配水量が減少し、

1日最大配水量が増加したことによるものである。最大稼働率は、前年度に比較して

１.３ポイント上昇した。 
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２ 予算執行 

（１）概要 

 予算執行状況の概要は第３表のとおりである。 

 

第３表 予算執行状況表（概要）                  （単位：円・％） 

区    分 
23年度 22年度 前年度比 

（A）/(B) 予 算 額 決算額（A） 予 算 額 決算額（B） 

収益的収入 2,405,513,000 2,421,920,466 2,466,404,000 2,510,883,116 96.5 

資本的収入 680,055,000 460,067,243 676,465,000 611,569,780 75.2 

合      計 3,085,568,000 2,881,987,709 3,142,869,000 3,122,452,896 92.3 

収益的支出 2,711,047,000 2,635,330,836 2,200,882,000 2,132,851,643 123.6 

資本的支出 2,307,946,052 1,881,464,610 2,315,910,605 2,092,904,648 89.9 

合      計 5,018,993,052 4,516,795,446 4,516,792,605 4,225,756,291 106.9 

 

（２）収益的収入及び支出 

 収益的収入及び支出の予算執行状況は第４表のとおりである。 

 

第４表 予算執行状況表（収益的収入及び支出）      （単位：円・％） 

区   分 予 算 額 決 算 額 
予算に対する決算

額の増減・不用額 
執行率 

事 業 収 益 2,405,513,000 
（85,544,178） 

2,421,920,466 
16,407,466 100.7 

営 業 収 益  1,753,252,000 
（83,839,739） 

1,764,816,091 
11,564,091 100.7 

営業外収益 652,259,000 
（1,704,439） 

657,104,375 
4,845,375 100.7 

特 別 利 益  2,000 0 △ 2,000 0 

事 業 費 用 2,711,047,000 
（19,459,547） 

2,635,330,836 
75,716,164 97.2 

営 業 費 用  2,246,380,000 
（19,454,397） 

2,159,118,268 
87,261,732 96.1 

営業外費用 461,666,000 461,663,086 2,914 100.0 

特 別 損 失  3,001,000 
（5,150） 

14,549,482 
△ 11,548,482 484.8 

予 備 費  0 0 0 0 

(注)収益の( )は仮受消費税及び地方消費税、費用の（ ）は仮払消費税及び地方消費税の再掲。 

 特別損失の予算不足額は、地方公営企業法施行令第 18 条第５項ただし書きの規定によるもの。 
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  事業収益は、予算額２４億５５１万円に対し、決算額は２４億２,１９２万円とな

り１,６４１万円の増となっている。これは主に受託工事収益が増えたことによるもの

である。 

 事業費用は、予算額２７億１,１０５万円に対し、決算額は２６億３,５３３万円と

なり７,５７２万円の不用額を生じている。執行額の主なものは、営業費用の原水及び

浄水費、減価償却費並びに営業外費用の支払利息であるほか、営業費用の資産減耗費

が大幅に増加した。 

 事業収益及び事業費用の推移は第３図のとおりである。 
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（３）資本的収入及び支出 

 資本的収入及び支出の予算執行並びに財源補てんの状況は第５表のとおりである。 

 

第５表 予算執行状況表（資本的収入及び支出）             （単位：円・％） 

区      分 予 算 額 決 算 額 
継  続  費 

逓次繰越額 

予算額に対す

る決算額の  

増減・不用額 

執行率 

資 本 的 収 入 680,055,000 460,067,243   △ 219,987,757 67.7 

企 業 債 533,400,000 325,300,000   △ 208,100,000 61.0 

他 会 計 出 資 金 64,673,000 64,673,000   0 100   

分 担 金 1,000 0   △ 1,000 0 

補 償 金 35,010,000 29,263,243   △ 5,746,757 83.6 

固定資産売却代金 1,000 0   △ 1,000 0 

補 助 金 46,970,000 40,831,000   △ 6,139,000 86.9 

資 本 的 支 出 2,307,946,052 
（24,496,425） 

1,881,464,610 
159,079,798 267,401,644 81.5 

建 設 改 良 費 975,664,052 
（24,496,425） 

549,184,087 
159,079,798 267,400,167 56.3 

企 業 債 償 還 金 1,332,281,000 1,332,280,523 0 477 100.0 

国庫補助金返還金 1,000 0 0 1,000 0 

資 本 的 収 入 額 が 

資 本 的 支 出 額 に 

不 足 す る 額 

 1,421,397,367    

補

て

ん

財

源 

消費税資本的

収 支 調 整 額 
 21,242,224    

過年度損益勘

定留保資金等 
 1,400,155,143    

(注)資本的支出の（ ）は仮払消費税及び地方消費税の再掲。 

 資本的収入は、予算額６億８,００６万円に対し決算額４億６,００７万円となり 

２億１,９９９万円の減となっている。これは主として、豪雨災害による工事の打切

り・計画変更に伴って企業債が２億８１０万円減少したことによるものである。 

 資本的支出は、予算額２３億７９５万円に対し決算額１８億８,１４６万円となっ

ている。不用額の２億６,７４０万円は、ほとんど建設改良費の減によるものである。 

 継続費逓次繰越額１億５,９０８万円は、第 1次拡張事業に係るものである。 

 資本的収入が資本的支出に不足する額は１４億２,１４０万円で、当年度消費税及

び地方消費税資本的収支調整額２,１２４万円、及び過年度損益勘定留保資金等１４

億１６万円で補てんしている。 
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３ 経営成績 

（１）損益の状況 

 損益の状況は第６表のとおりである。 

 

第６表 損益の状況                         （単位：円・％） 

区   分 
23年度 

（A） 

22年度 

（B） 

比較増減 

(A)-(B) 

前年度比 

（A)/(B) 

構成比率 

23年度 22年度 

営 業 収 益（1） 1,680,976,352 1,720,717,095 △ 39,740,743 97.7 71.9 71.0 

給 水 収 益 1,655,304,896 1,693,728,890 △ 38,423,994 97.7 70.8 69.9 

そ の 他 25,671,456 26,988,205 △ 1,316,749 95.1 1.1 1.1 

営業外収益 655,399,936 702,200,873 △ 46,800,937 93.3 28.1 29.0 

他会計繰入金 600,595,000 650,747,000 △ 50,152,000 92.3 25.7 26.9 

そ の 他 54,804,936 51,453,873 3,351,063 106.5 2.3 2.1 

経 常 収 益（2） 2,336,376,288 2,422,917,968 △ 86,541,680 96.4 100  100  

特 別 利 益 0 0 0 0 0 0 

事 業 収 益（3） 2,336,376,288 2,422,917,968 △ 86,541,680 96.4 100  100  

営 業 費 用（4） 2,139,663,871 1,622,189,280 517,474,591 131.9 83.2 78.4 

人 件 費 105,318,234 116,890,832 △ 11,572,598 90.1 4.1 5.6 

委 託 料 174,484,642 132,130,198 42,354,444 132.1 6.8 6.4 

修 繕 費 97,701,339 61,159,136 36,542,203 159.7 3.8 3.0 

動 力 費 40,051,390 38,035,947 2,015,443 105.3 1.6 1.8 

減 価 償 却 費 1,020,161,091 1,097,334,228 △ 77,173,137 93.0 39.7 53.0 

資 産 減 耗 費 596,792,875 77,149,340 519,643,535 773.6 23.2 3.7 

そ の 他 105,154,300 99,489,599 5,664,701 105.7 4.1 4.8 

営業外費用 417,110,133 443,041,521 △ 25,931,388 94.1 16.2 21.4 

支 払 利 息 415,508,986 442,984,731 △ 27,475,745 93.8 16.2 21.4 

そ の 他 1,601,147 56,790 1,544,357 2,819.4 0.1 0.0 

経 常 費 用（5） 2,556,774,004 2,065,230,801 491,543,203 123.8 99.4 99.8 

特 別 損 失 14,544,332 3,672,012 10,872,320 396.1 0.6 0.2 

事 業 費 用（6） 2,571,318,336 2,068,902,813 502,415,523 124.3 100  100  

営 業 損 益 

（1）－（4） 
△ 458,687,519 98,527,815 △ 557,215,334 －     

経 常 損 益 

（2）－（5） 
△ 220,397,716 357,687,167 △ 578,084,883 －     

当年度純損益 

（3）－（6） 
△ 234,942,048 354,015,155 △ 588,957,203 －     

（注）人件費は、報酬、給料、手当、法定福利費を計上。  
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営業収益１６億８,０９８万円に対し、営業費用は２１億３,９６６万円となり、 

４億５,８６９万円の営業損失を生じた。これは前年度に比較して、中央遠方監視制

御設備を更新したことに伴う資産減耗費が大幅に増加したことによるものである。 

 その結果、経常収益２３億３,６３８万円に対し、経常費用は２５億５,６７７万円

となり、２億２,０４０万円の経常損失を生じた。これは前年度に比較して、収支が

５億７,８０８万円の減となっている。 

 総収益２３億３,６３８万円に対し、総費 用２５億７,１３２万円となり、２億

３,４９４万円の純損失を生じた。これは前年度に比較して、収支が５億８,８９６万

円の減となっている。 

 

当年度純損失に前年度繰越利益剰余金を加えた当年度未処分利益剰余金は、３億 

１,９８９万円となった。平成２３年度分における剰余金の処分は行なわず、同額を

翌年度に繰越すこととしている。 

 なお、営業収益及び営業費用の推移は第 4図のとおりである。 
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（２）収益 

 主な収益の内訳は第７表のとおりである。 

 

第 7表 収益の内訳                          （単位：円・％） 

区    分 
23年度 

（A） 

22年度 

（B） 

比較増減 

（A)-(B) 

前年度比 

（A）/(B) 

構成比率 

23年度 22年度 

事 業 収 益 2,336,376,288 2,422,917,968 △ 86,541,680 96.4 100  100  

営 業 収 益 1,680,976,352 1,720,717,095 △ 39,740,743 97.7 71.9 71.0 

給 水 収 益 1,655,304,896 1,693,728,890 △ 38,423,994 97.7 70.8 69.9 

受託工事収益 12,482,396 11,094,485 1,387,911 112.5 0.5 0.5 

その他営業収益 13,189,060 15,893,720 △ 2,704,660 83.0 0.6 0.6 

営 業 外 収 益 655,399,936 702,200,873 △ 46,800,937 93.3 28.1 29.0 

受取利息及び 

配 当 金 
1,351,626 1,237,163 114,463 109.3 0.1 0.1 

他会計繰入金 600,595,000 650,747,000 △ 50,152,000 92.3 25.7 26.9 

雑 収 益 53,453,310 50,216,710 3,236,600 106.4 2.3 2.0 

 

 事業収益は２３億３,６３８万円で、前年度に比較して８,６５４万円の減となって

いる。これは主として一般会計繰入金で５,０１５万円、及び給水収益で３,８４２万

円それぞれ減となったことによるものである。 
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（３）費用 

 主な費用の内訳は第 8表のとおりである。 

 

第 8表 費用の内訳                         （単位：円・％） 

区   分 
23年度 

（A） 

22年度 

（B） 

比較増減 

（A)-(B) 

前年度比 

（A)/(B) 

構成比率 

23年度 22年度 

事 業 費 用 2,571,318,336 2,068,902,813 502,415,523 124.3 100  100  

営 業 費 用 2,139,663,871 1,622,189,280 517,474,591 131.9 83.2 78.4 

原 水 及 び 

浄 水 費 
227,052,805 180,804,111 46,248,694 125.6 8.8 8.7 

配 水 及 び 

給 水 費 
180,867,722 152,967,401 27,900,321 118.2 7.0 7.4 

受託工事費 16,540,467 13,109,792 3,430,675 126.2 0.6 0.6 

総 係 費 98,241,411 100,648,988 △ 2,407,577 97.6 3.8 4.9 

減価償却費 1,020,161,091 1,097,334,228 △ 77,173,137 93.0 39.7 53.1 

資産減耗費 596,792,875 77,149,340 519,643,535 773.6 23.2 3.7 

その他営業 

費 用 
7,500 175,420 △ 167,920 4.3 0.0 0.0 

営業外費用 417,110,133 443,041,521 △ 25,931,388 94.1 16.2 21.4 

支 払 利 息 415,508,986 442,984,731 △ 27,475,745 93.8 16.2 21.4 

雑 支 出 1,601,147 56,790 1,544,357 2,819.4 0.1 0.0 

特 別 損 失 14,544,332 3,672,012 10,872,320 396.1 0.6 0.2 

過年度損益 

修 正 損 
14,544,332 3,672,012 10,872,320 396.1 0.6 0.2 

 

 事業費用は２５億７,１３２万円で、前年度に比較して５億２４２万円の増となっ

ている。これは主として、資産減耗費が５億１,９６４万円増えたほか、豪雨災害に係

る委託料の増加などにより原水及び浄水費が４,６２５万円の増となったことによる

ものである。中央遠方監視制御設備の更新に伴う除却を要因として資産減耗費が増加

し、減価償却費が減少した。 
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（４）供給単価・給水原価 

 １㎥当たりの供給単価及び給水原価の内訳並びに推移は、第９表及び第５図のとお

りである。 

 

第 9表 供給単価、給水原価の内訳                           （単位：円／㎥） 

区        分 23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 

供 給 単 価 251.53 250.13 229.01 249.35 250.66 

給 水 原 価 386.00 303.04 348.89 337.89 370.47 

内 

 

 

 

 

 

訳 

職員給与費 14.06 15.24 16.13 14.34 14.70 

支 払 利 息 63.14 65.42 82.48 99.57 126.73 

減価償却費 155.02 162.06 168.46 161.73 164.21 

動 力 費 6.09 5.62 5.71 6.03 5.66 

光 熱 水 費 0.23 0.22 0.46 0.18 0.17 

通信運搬費 1.56 1.59 1.62 1.71 1.60 

修 繕 費 14.85 9.03 13.25 10.60 8.21 

材 料 費 0.28 0.20 0.07 0.05 0.06 

薬 品 費 0.13 0.06 0.07 0.06 0.04 

路面復旧費 0.59 0.59 0.63 0.33 0.78 

委 託 料 26.16 19.51 19.19 17.08 16.82 

負 担 金 3.91 3.46 4.30   

そ の 他 99.99 20.04 36.52 26.21 31.49 

（注）地方公営企業決算状況調査及び算定方式による。 
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 供給単価は２５１円５３銭で、前年度に比較して１円４０銭（０.６％）の増とな

っている。 

 給水原価は３８６円００銭で、前年度に比較して８２円９６銭（２７.４％）の大

幅な増となっている。これは前年度に比較して有収水量が１９万３２８㎥（２.８％）

減となったことに加え、資産減耗費などが増加したことにより費用が４億８,８２８

万円（２３.８％）増加したことによるものである。 

 これにより、供給単価から給水原価を差引いた額は、前年度に比較して８１円５６

銭さらに赤字が拡大し、１３４円４７銭の赤字となっている。 

 

（５）繰入金の状況 

 一般会計からの繰入金と基準額の推移は第１０表のとおりである。 

 

第 10 表 繰入金と基準額                   （単位：千円・％） 

区                     分 23年度 22年度 21年度 

水 源 開 発 に 要 す る 経 費 
基 準 額 48,901 50,570 57,119 

繰 入 額 48,901 50,570 0 

広 域 化 対 策 に 要 す る 経 費 
基 準 額 117,946 124,144 135,327 

繰 入 額 0 0 0 

高 料 金 対 策 に 要 す る 経 費 
基 準 額 556,011 642,969 802,154 

繰 入 額 556,011 642,969 798,518 

統合前の簡易水道の建設改良に

要 す る 経 費 

基 準 額 26,922 25,222 25,265 

繰 入 額 26,922 0 0 

簡 易 水 道 の 建 設 改 良 に 

要 す る 経 費 

基 準 額 417 32 31 

繰 入 額 417     

児童手当及び子ども手当に 

要 す る 経 費 

基 準 額 2,017 1,332   

繰 入 額 2,017 591   

そ の 他 繰 入 額 31,000     

合 計 
基 準 額 752,214 844,269 1,019,896 

繰 入 額 665,268 694,130 798,518 

収 益 的 収 入 分 
繰 入 額 600,595 650,747 798,518 

比 率 25.7 26.9 31.8 

資 本 的 収 入 分 
繰 入 額 64,673 43,383 0 

比 率 14.1 7.1 0.0 

（注）地方公営企業決算状況調査による。 
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 一般会計からの繰入金は６億６,５２７万円で、前年度と比較して２,８８６万円

（４.２％）の減となっている。また、繰入基準額に対する繰入額は、比率にして 

８４.３％であり、金額にして１億１,７９５万円不足している。 

 

（６）経営分析比率 

 主な収益の分析比率は第１１表のとおりである。 

 

第 11 表 主な収益率                           （単位：％） 

分 析 項 目 23年度 22年度 21年度 算         式 

総 収 支 比 率 90.9 117.1 108.6 （総収益／総費用）×100 

経 常 収 支 比 率 91.4 117.3 108.9 （経常収益／経常費用）×100 

営 業 収 支 比 率 78.6 106.2 94.5 
（営業収益－受託工事収益）／ 

（営業費用－受託工事費用）×100 

企業債元利償還金

対 料 金 収 入 比 率 
105.6 104.6 123.6 

（建設改良のための企業債元利償還金）

／料金収入）×100 

 

 総収支比率等については、１００％以上で数値が高いほど成績良好を示すものであ

る。総収益と総費用の対比により収益性を示す総収支比率は９０.９％で、前年度に

比較して２６.２ポイント低下した。経常的な収益と費用の対比により単年度黒字の

目安を示す経常収支比率は９１.４％で、前年度に比較して２５.９ポイント低下した。

水道固有の事業に係る営業収支比率は７８.６％で、前年度に比較して２７.６ポイン

ト低下した。いずれも、前年度に比較して費用における資産減耗費の大幅な増により

低下したものである。 
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４ 財政状態 

 資産、負債及び資本の状態は第１２表のとおりである。 

 

第 12 表 比較貸借対照表（要約）                  （単位：円・％） 

区     分 
23年度 

（A） 

22年度 

（B） 

比較増減 

（A)-(B) 

前年度比 

（A）/（B） 

構成比率 

23年度 22年度 

資 産 合 計 39,445,468,030 41,480,633,510 △ 2,035,165,480 95.1 100  100  

固 定 資 産 37,791,447,922 39,621,796,445 △ 1,830,348,523 95.4 95.8 95.5 

流 動 資 産 1,654,020,108 1,858,837,065 △ 204,816,957 89.0 4.2 4.5 

負債資本合計 39,445,468,030 41,480,633,510 △ 2,035,165,480 95.1 100  100  

負 債 合 計 349,423,994 535,357,726 △ 185,933,732 65.3 0.9 1.3 

固 定 負 債 34,000,000 34,000,000 0 100  0.1 0.1 

流 動 負 債 315,423,994 501,357,726 △ 185,933,732 62.9 0.8 1.2 

資 本 合 計 39,096,044,036 40,945,275,784 △ 1,849,231,748 95.5 99.1 98.7 

資 本 金 38,016,380,138 39,702,064,015 △ 1,685,683,877 95.8 96.4 95.7 

自己資本金 23,268,384,752 23,947,088,106 △ 678,703,354 97.2 59.0 57.7 

借入資本金 14,747,995,386 15,754,975,909 △ 1,006,980,523 93.6 37.4 38.0 

剰 余 金 1,079,663,898 1,243,211,769 △ 163,547,871 86.8 2.7 3.0 

資本剰余金 698,775,984 627,381,807 71,394,177 111.4 1.8 1.5 

利益剰余金 380,887,914 615,829,962 △ 234,942,048 61.8 1.0 1.5 

 

（１）資産 

 資産は３９４億４,５４７万円で、前年度に比較して２０億３,５１７万円の減とな

っている。 

ア 固定資産は３７７億９,１４５万円で総資産の９５.８％を占めており、前年度に

比較して１８億３,０３５万円の減となっている。これは第１次拡張事業や老朽管

更新事業を進めているが、中央遠方監視制御設備の更新に伴う除却及び償却が進ん

でいるためである。 

イ 流動資産は１６億５,４０２万円で、前年度に比較して２億４８２万円の減とな

っている。これは主として短期貸付金で２億３,０００万円の増となったものの､現

金預金で２億８,８１１万円、未収金で１億４,６８６万円それぞれ減となったこと

によるものである。また､未収金の減少要因は主として､他会計繰入金３,１００万

円が未収であった一方､給水収益で２,１４２万円､下水道徴収委託料で２,３０５

万円、補償金で８,９４４万円、及び国庫補助金で４,２４６万円それぞれ減となっ

たことによるものである。 
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（２）負債 

 負債は３億４,９４２万円で、前年度に比較して１億８,５９３万円の減となってい

る。 

ア 固定負債は３,４００万円で、修繕引当金であり前年と同額になっている。 

イ 流動負債は３億１,５４２万円で、前年度に比較して１億８,５９３万円の減  

となっている。これは主として未払金で３,３８０万円、その他流動負債で１億 

４,７０４万円それぞれ減となったことによるものである。 

 

（３）資本 

資本は３９０億９,６０４万円で、前年度に比較して１８億４,９２３万円の減とな

っている。 

ア 資本金は３８０億１,６３８万円で、前年度に比較して１６億８,５６８万円の 

減となっている。自己資本金は２３２億６,８３８万円で、一般会計から出資金 

６,４６７万円を繰入れた一方、固定資産除却損に対して７億４,３３８万円補てん

したことにより、前年度に比較して６億７,８７０万円の減となっている。借入資

本金は１４７億４,８００万円で、全額が企業債の未償還残高であり、前年度に比

較して１０億６９８万円の減となっている。 

イ 剰余金は１０億７,９６６万円で、前年度に比較して１億６,３５５万円の減と

なっている。これは資本剰余金で７,１３９万円の増、利益剰余金で２億３,４９４

万円の減となったことによるものである。 

 

（４）経営分析比率 

 主な財務比率は第１３表のとおりである。 

 

第 13 表 主な財務比率                        （単位：％） 

分 析 項 目 23年度 22年度 21年度 算            式 

流 動 比 率 524.4 370.8 553.6 (流動資産/流動負債)×100 

当 座 比 率 318.3 287.0 546.6 （（現金預金＋未収金）/流動負債）×100 

現金預金比率 259.9 221.0 484.8 （現金預金/流動負債）×100 

 

 ２００％以上が望ましいとされる流動比率は５２４.４％（前年度比１５３.６ 

ポイント増）、１００％以上が望ましいとされる当座比率は３１８.３％（前年度比 

３１.３ポイント増）、２０％以上が望 ま し い と さ れ る 現 金 預 金 比 率 は 

２５９.９％（前年度比３８.９ポイント増）といずれも前年度に比較して増加した。 

 



５　経営分析

（１）構成比率 (単位：％）

説　　　　明

固定資産

総資産

(単位：％）

説　　　　明

流動資産

総資産

(単位：％）

説　　　　明

固定負債＋借入資本金

負債＋資本

×100
総資産の中で、固定資産の占める割合はどの
くらいか。比率は小さい方が望ましい。

計算式

総資本の中で、固定負債の占める割合はどの
くらいか。比率は小さい方が望ましい。

×100

×100
総資産の中で、流動資産が占める割合はどの
くらいか。比率は大きい方が望ましい。

計算式

固定資産構成比率

流動資産構成比率

固定負債構成比率

計算式

96.3 96.4 

96.2 

95.5 95.8 

95

96

97

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 

3.7 

3.6 3.8 
4.5 

4.2 

0

2

4

6

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 

44.0 

42.1 40.3 

38.1 

37.5 

30

40

50

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 
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(単位：％）

説　　　　明

流動負債

負債＋資本

(単位：％）

説　　　　明

自己資本金＋剰余金

負債＋資本

（2）財務比率 (単位：％）

説　　　　明

流動資産

固定資産＋繰延勘定
×100

固定資産に対し、流動資産の割合はどのくら
いか。比率の大きい方が望ましい。

×100
総資本の中で自己資本金の占める割合はどの
くらいか。比率が大きいほど、経営の安定性
があるとされている。

×100

自己資本構成比率

総資本に対し、流動負債の割合はどのくらい
か。比率は小さい方が望ましい。

計算式

計算式

流動負債構成比率

計算式

流動資産
対固定資産比率

0.4 0.4 
0.7 

1.2 

0.8 

0

0.5

1

1.5

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 

55.6 57.5 59.1 
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19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 

3.8 3.7 3.9 
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19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 
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(単位：％）

説　　　　明

固定資産

自己資本金＋剰余金

(単位：％）

説　　　　明

固定資産

※　A

(単位：％）

説　　　　明

流動資産

流動負債

固定長期適合率

流動比率 短期債務の支払能力がどのくらいあるか。
200％以上が望ましい。

長期の資本に対して、固定資産の割合はどの
くらいか。100％以下が望ましい。

計算式

×100
固定比率 自己資本に対し、固定資産の割合はどのくら

いか。100％以下が望ましい。

計算式

×100

計算式

×100

173.3 
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162.9 
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＊A 次の計 
・固定負債 

・自己資本金 
・借入資本金 
・剰余金 
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(単位：％）

説　　　　明

現金預金＋未収金

流動負債

(単位：％）

説　　　　明

現金預金

流動負債

(単位：％）

説　　　　明

負債+借入資本金

自己資本金＋剰余金

当座比率
（酸性試験比率）

現金預金比率

負債比率

計算式

×100

計算式

×100
現金預金、未収金などの当座資金と流動負債
を対比する。100％以上が望ましい。

計算式

×100
当座資金の調達運用が円滑にいっているか。
比率は大きいほどよい。

自己資本に対し負債の割合はどのくらいか。
比率は100％以下が望ましい。
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(単位：％）

説　　　　明

固定負債+借入資本金

自己資本金＋剰余金

(単位：％）

説　　　　明

流動負債

自己資本金＋剰余金

（3）収益率 (単位：％）

説　　　　明

当年度純利益

負債・資本合計(期首+期末)÷2

固定負債比率

総資本利益率

流動負債比率

計算式

自己資本に対し、借入資本の割合はどのくら
いか。比率は100％以下が望ましい。

自己資本に対し、流動負債の割合はどのくら
いか。比率は小さい方が望ましい。

計算式

×100
総資本に対しどれだけ純利益を上げたか。比
率は大きいほど良い。

計算式

×100

×100
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(単位：％）

説　　　　明

当年度純利益

総収益

(単位：％）

説　　　　明

営業利益

営業収益

(単位：％）

説　　　　明

総収益

総費用

純利益対総収益率

×100

計算式

×100
総費用に対しどれだけ総収益を上げたか。
100％以上が望ましい。

営業収益に対しどれだけ営業利益を上げた
か。比率は大きい方が望ましい。

総収益に対しどれだけ純利益を上げたか。比
率は大きいほど良い。

×100

計算式

計算式

営業利益対営業収益率

総収支比率
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(単位：％）

説　　　　明

営業収益－受託工事収益

営業費用-受託工事費

（4）その他 (単位：％）

説　　　　明

職員給与費

給水収益

(単位：％）

説　　　　明

企業債元利償還

給水収益

×100
給水収益に対し職員給与費はどれくらいか。
比率は小さい方が望ましい。

計算式

計算式

営業収支比率
×100

営業費用に対してどれだけ営業収益を上げた
か。100％以上が望ましい。

×100

職員給与費
対料金収入比率

企業債元利償還金
対料金収入比率

給水収益の中で企業債元利償還金(繰上償還
分除く）の占める割合はどれくらいか。比率
は小さい方が望ましい。

計算式
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(単位：％）

説　　　　明

企業債償還元金

減価償却費

(単位：％）

説　　　　明

損益勘定繰入金

総収益

繰入金比率
（収益的収入分）

計算式

×100
損益勘定における繰入金の依存度はどのくら
いか。

×100
減価償却費の中で企業債償還元金(繰上償還
分除く）の占める割合はどのくらいか。比率
は小さい方が望ましい。

企業債償還元金
対減価償却費比率

計算式
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病 院 事 業 会 計 

１ 業務実績 

 平成２３年度の業務実績は第１表のとおりである。 

第１表 業務実績 

（単位：床・人・％） 

区     分 
23年度 

(A) 

22年度 

(B) 

比較増減 

(A)－(B) 

前年度比 

(A)/(B) 

病 床 数 199 199 0 － 

内

訳 

一 般 161 161 0 － 

療 養 38 38 0 － 

延 患 者 数 203,123 202,842 281 100.1 

内

訳 

入 院 

（うち療養病床） 

57,124 

（13,773） 

61,677 

（13,926） 

△4,553 

（△153） 

92.6 

（98.9） 

外 来 145,999 141,165 4,834 103.4 

１日平均入院患者数 

（ う ち 療 養 病 床 ） 

156.1 

（37.6） 

169.0 

（38.2） 

△12.9 

（△0.6） 

92.4 

（98.4） 

１日平均外来患者数 514.1 497.1 17.0 103.4 

病 床 利 用 率 78.4 84.9 △6.5 92.3 

内

訳 

一 般 73.6 81.3 △7.7 90.5 

療 養 99.0 100.4 △1.4 98.6 

職 員 数 217 224 △7 96.9 

う ち 医 師 19 16 3 118.8 

う ち 看 護 師 123 129 △6 95.3 

う ち 医 療 技 術 者 50 51 △1 98.0 

（注）入院稼働日数：（Ｈ23：366日、Ｈ22：365日） 

   外来診療日数：（Ｈ23：284日、H22：284日） 

 延患者数は２０万３，１２３人で、前年度と比較して２８１人（０．１％）の増と

なった。その内訳は、入院患者数が当初計画していた６万３，４００人に対し５万 

７，１２４人で、前年度に比較して４，５５３人（７．４％）の減、外来患者数が当

初計画していた１５万５,０００人に対し１４万５，９９９人で、前年度に比較して

４，８３４人（３．４％）の増であった。 

 また１日平均患者数では、入院患者数が当初計画１７４人に対し１５６人で、前年

度に比較して１３人の減、外来患者数は当初計画５４６人に対し５１４人で、前年度

に比較して１７人の増となった。 

 病床利用率は、７８．４％で前年度に比較して６．５ポイント減少した。 

 なお、患者数・病床利用率の推移は第１図のとおりである。 
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２ 予算執行 

（１）概要 

 予算執行状況の概要は第２表のとおりである。 

第２表 予算執行状況表（概要） 

 （単位：円・％） 

区 分 
23年度 22年度 前年度比 

(A)/(B) 予算額 決算額(A) 予算額 決算額(B) 

収益的

収 入 
4,107,897,000 

(19,638,900) 

4,012,253,962 
3,666,123,000 

（19,146,600） 

3,458,024,258 
116.0 

資本的

収 入 
138,263,000 138,262,000 135,810,000 133,642,000 103.5 

合 計 4,246,160,000 
(19,638,900) 

4,150,515,962 
3,801,933,000 

（19,146,600） 

3,591,666,258 
115.6 

収益的

支 出 
3,762,897,000 

(59,376,316) 

3,738,265,116 
3,666,123,000 

（56,248,248） 

3,633,518,701 
102.9 

資本的

支 出 
226,218,000 

(2,040,588) 

208,369,365 
220,428,000 

（2,540,913） 

215,989,269 
96.5 

合 計 3,989,115,000 
(61,416,904) 

3,946,634,481 
3,886,551,000 

（58,789,161） 

3,849,507,970 
102.5 

（注）収入の（ ）は仮受消費税及び地方消費税、支出の（ ）は仮払消費税及び 

地方消費税の再掲 
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第１図 患者数・病床利用率の推移 
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（２）収益的収入及び支出 

 収益的収入及び支出の予算執行状況は第３表のとおりである。 

第３表 予算執行状況表（収益的収入及び支出） 

（単位：円・％） 

区 分 予 算 額 決 算 額 

予算額に対す

る 決 算 額 の 

増減・不用額 

執 行 率 

事 業 収 益 4,107,897,000 
（19,638,900） 

4,012,253,962 
△95,643,038 97.7 

 医 業 収 益 3,329,460,000 
（18,546,815） 

3,242,236,134 
△87,223,866 97.4 

 介護保険収益 57,270,000 
（36,690） 

47,730,675 
△9,539,325 83.3 

 医業外収 益 721,166,000 
（1,055,395） 

722,287,153 
1,121,153 100.2 

 特 別 利 益 1,000 0 △1,000 0 

事 業 費 用 3,762,897,000 
（59,376,316） 

3,738,265,116 
24,631,884 99.3 

 医 業 費 用 3,720,994,000 
（59,376,316） 

3,700,603,316 
20,390,684 99.5 

 医業外費 用 35,701,000 37,187,686 △1,486,686 104.2 

 特 別 損 失 2,000 474,114 △472,114 23,705.7 

予 備 費 6,200,000 0 6,200,000 0 

（注）収益の（ ）は仮受消費税及び地方消費税、費用の（ ）は仮払消費税及び 

地方消費税の再掲 

 

 事業収益は予算額４１億７９０万円に対し、決算額は４０億１，２２５万円（執行

率９７．７％）であり、９，５６４万円の減となっている。これは主として医業収益

が８，７２２万円の減になったためである。 

 事業費用は予算額３７億６，２９０万円に対し、決算額では３７億３，８２７万円

（執行率９９．３％）で２，４６３万円の不用額を生じている。 
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（３）資本的収入及び支出 

 資本的収入及び支出の予算執行並びに財源補てんの状況は第４表のとおりである。 

第４表 予算執行状況表（資本的収入及び支出） 

（単位：円・％） 

区 分 予 算 額 決 算 額 

翌 年 度 繰 越 額 

予 算 に 対 

する決算額

の 増 減 

・ 不 用 額 

執 

行 

率 

地方公営

企業法第

26 条の規

定による

繰 越 額 

継続 

費逓 

次繰 

越額 

合

計 

資本的収 入 138,263,000 138,262,000 － － － △1,000 100.0 

 繰 入 金 138,262,000 138,262,000 － － － 0 100.0 

 固定資産  

売却代金  
1,000 0 － － － △1,000 0 

資本的支 出 226,218,000 
（2,040,588） 

208,369,365 
0 0 0 17,848,635 92.1 

 建      設 

改 良 費 
51,200,000 

（2,040,588） 

42,852,360 
0 0 0 8,347,640 83.7 

 企 業 債 

償 還 金 
175,018,000 165,517,005 0 0 0 9,500,995 94.6 

資本的収入額が

資本的支出額に

不 足 す る 額 

－ 70,107,365 － － － － － 

補

て

ん

財

源 

当年度分

消費税及

び地方消

費税資本

的 収 支 

調 整 額 

－ 242,997 － － － － － 

当年度分

損益勘定

留保資金等 

－ 69,864,368 － － － － － 

（注）支出の（ ）は仮払消費税及び地方消費税 

 

 資本的収入額は予算額１億３，８２６万円に対し、決算額は１億３，８２６万円（執

行率１００．０％）となっている。 

 資本的支出は予算額２億２，６２２万円に対し、決算額２億８３７万円（執行率 

９２．１％）となっている。 
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 資本的収入額が資本的支出額に不足する額は７，０１１万円であり、当年度分消費

税及び地方消費税資本的収支調整額２４万円及び当年度分損益勘定留保資金等

６，９８６万円で補てんしている。 
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３ 経営成績 

（１）損益の状況 

 損益の状況は第５表のとおりである。 

第５表 損益の状況 

（単位：円・％） 

区       分 23年度 22年度 比較増減 
前年 

度比 

構成比率 

23年度 22年度 

医業収益  a 3,223,689,319 3,217,863,750 5,825,569 100.2 80.7 93.6 

 入院収益  1,696,489,431 1,748,429,791 △51,940,360 97.0 42.5 50.9 

 外来収益  1,192,926,447 1,157,012,916 35,913,531 103.1 29.9 33.6 

 そ の 他 334,273,441 312,421,043 21,852,398 107.0 8.4 9.1 

医業外収益 768,925,942 221,013,985 547,911,957 347.9 19.3 6.4 

介 護 保 険 

収       益 
47,693,985 54,766,089 △7,072,104 87.1 1.2 1.6 

 補 助 金 693,881,000 134,847,000 559,034,000 514.6 17.4 3.9 

 そ の 他 27,350,957 31,400,896 △4,049,939 87.1 0.7 0.9 

経常収益  b 3,992,615,261 3,438,877,735 553,737,526 116.1 100.0 100.0 

特別利益  0 0 0 0.0 0.0 0.0 

総 収 益 c 3,992,615,261 3,438,877,735 553,737,526 116.1 100 100 

医業費用  d 3,641,227,000 3,537,801,609 103,425,391 102.9 97.9 97.9 

 給 与 費 2,328,025,545 2,306,468,878 21,556,667 100.9 62.6 63.8 

 材 料 費 628,250,579 593,343,858 34,906,721 105.9 16.9 16.4 

 経      費 572,822,759 525,860,597 46,962,162 108.9 15.4 14.5 

 減価償却費 100,302,971 100,280,210 22,761 100.0 2.7 2.8 

 資産減耗費 6,277,535 6,924,852 △647,317 90.7 0.2 0.2 

 研究研修費 5,547,611 4,923,214 624,397 112.7 0.1 0.1 

医業外費用 77,291,570 76,592,404 699,166 100.9 2.1 2.1 

 支払利息  22,276,355 23,753,780 △1,477,425 93.8 0.6 0.7 

 雑 支 出 55,015,215 52,838,624 2,176,591 104.1 1.5 1.5 

経常費用  e 3,718,518,570 3,614,394,013 104,124,557 102.9 100.0 100.0 

特別損失  474,114 581,630 △107,516 81.5 0.0 0.0 

総 費 用 f 3,718,992,684 3,614,975,643 104,017,041 102.9 100 100 

医業損益 a-d △417,537,681 △319,937,859 △97,599,822 130.5   

経常損益 b-e 274,096,691 △175,516,278 449,612,969 －   

当年度純損益 273,622,577 △176,097,908 449,720,485 －   

当年度未処理

欠 損 金 
1,111,800,627 1,385,423,204 △273,622,577 80.2   
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 総収益３９億９，２６２万円、総費用は３７億１，８９９万円で、２億７，３６２

万円の純利益を生じた。これは前年度の１億７，６１０万円の純損失に比較して、 

４億４，９７２万円の増となった。その理由は、経営体自身の努力というよりも、補

助金が５億５，９０３万円（４１４．６％）増となったためである。（本来の業務で

ある医業損失は前年度に比較して９，７６０万円の増となった。） 

 前年度からの繰越分と合わせた当年度の未処理欠損金は１１億１，１８０万円とな

った。 

 なお、事業収益・事業費用の推移は第２図、損益及び未処理欠損金の推移は第３図

のとおりである。 
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（２）医業収支 

１）医業収支の推移は第６表のとおりである。 

第６表 医業収支の推移 

    （単位：円・％） 

区  分 医業収益 a 医業費用 b 医業損益 a-b 医業収支 a/b 

23年度 3,223,689,319 3,641,227,000 △417,537,681 88.5 

22年度 3,217,863,750 3,537,801,609 △319,937,859 91.0 

21年度 3,205,316,789 3,592,536,399 △387,219,610 89.2 

20年度 3,103,521,791 3,320,069,109 △216,547,318 93.5 

19年度 3,049,746,461 3,210,563,238 △160,816,777 95.0 

前 

年 

度 

比 

23 100.2 102.9 130.5  

22 100.4 98.5 82.6  

21 103.3 108.2 178.8  

20 101.8 103.4 134.7  

19 99.7 98.1 75.8  

 

 医業収益３２億２，３６９万円に対し医業費用は３６億４，１２３万円で４億 

１，７５４万円の医業損失を生じ、前年度に比較して９，７６０万円（３０．５％）

の増となっている。 

 これは主に、給与費、材料費、経費の増によるものである。 

 平成１９年度に比較すると医業収支は比率で６.５ポイント、損失額で２．６倍

悪化している。 

２）患者１人１日当たりの医業収支の推移は第７表及び第４図のとおりである。 

第７表 患者１人１日当たりの医業収支の推移 

（単位：円・％） 

区   分 
医  業  収  益 

医業費用 b 
医業損益 

a-b 医療収益 a 入院収益 外来収益 

23年度 15,871 29,698 8,171 17,926 △2,055 

22年度 15,864 28,348 8,196 17,441 △1,577 

21年度 15,524 27,911 8,030 17,399 △1,875 

20年度 14,910 26,672 7,757 15,950 △1,040 

19年度 14,583 27,425 7,630 15,352 △769 

前 

年 

度 

比 

23 100.0 104.8 99.7 102.8 130.3 

22 102.2 101.6 102.1 100.2 84.1 

21 104.1 104.6 103.5 109.1 180.3 

20 102.2 97.3 101.7 103.9 135.2 

19 99.5 98.3 102.8 98.0 75.7 



- 38 - 

 

患者 1人 1日当たりは医業収益 1万５，８７１円、医業費用は１万７，９２６円で

２，０５５円の医業損失を生じ、前年度に比較して４７８円（３０．３％）の増とな

っている。 

 因みに地方公営企業年鑑によると、全国平均の平成２２年度の患者１人１日当たり

料金収入（人間ドック等を除く入院及び外来収益）は、平均で２万１，８２５円、入

院で４万３０７円、外来で１万６０６円となっている。 

 

３）職員１人１日当たりの医業収益の推移は第８表のとおりである。 

第８表 職員１人１日当たりの医業収益の推移 

（単位：円・％） 

区    分 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 

医 師 378,099 
（95.0） 

359,038 

（101.5） 

364,365 

（101.7） 

370,423 

（91.5） 

338,765 

看 護 師 56,152 
（100.0） 

56,125 

（95.2） 

53,449 

（98.9） 

52,871 

（101.8） 

53,838 

（注）上段（ ）内は前年比である。 

 因みに地方公営企業年鑑によると、全国平均の平成２２年度の職員１人１日当たり

の料金収入は、医師が３０万７，１２４円、看護師が６万６６７円となっている。 
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（３）医業外収支 

 医業外収支の推移は第９表のとおりである。 

第９表 医業外収支の推移 

  （単位：円・％） 

区   分 医業外収益 a 医業外費用 b 医業外損益 a-b 
医業外収支比率 

a/b 

23年度 768,925,942 77,291,570 691,634,372 994.8 

22年度 221,013,985 76,592,404 144,421,581 288.6 

21年度 277,530,388 84,060,868 193,469,520 330.2 

20年度 213,301,597 79,034,392 134,267,205 269.9 

19年度 197,065,886 121,300,095 75,765,791 162.5 

前 

年 

度 

比 

23 347.9 100.9 478.9  

22 79.6 91.1 74.6  

21 130.1 106.4 144.1  

20 108.2 65.2 177.2  

19 126.7 100.8 306.5  

 

 医業外収益７億６，８９３万円、医業外費用７，７２９万円で、６億９，１６３万

円の医業外収益を生じ、前年度に比較して５億４，７２１万円（３７８．９％）の増

となっている。 

 これは、資金不足解消のため一般会計補助金が５億５，５８３万円（４１２．２％）

増加したためである。 
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（４）収益 

 主な収益の内訳は第１０表のとおりである。 

第１０表 収益の内訳 

 （単位：円・％） 

区 分 23年度 22年度 比較増減 
前年 

度比 

構成比率 

23 年度 22 年度 

事業収益 3,992,615,261 3,438,877,735 553,737,526 116.1 100 100 

医業収益 3,223,689,319 3,217,863,750 5,825,569 100.2 80.7 93.6 

 入  院 

収   益 
1,696,489,431 1,748,429,791 △51,940,360 97.0 42.5 50.9 

 外   来 

収   益 
1,192,926,447 1,157,012,916 35,913,531 103.1 29.9 33.6 

 その他 334,273,441 312,421,043 21,852,398 107.0 8.4 9.1 

医 業 外 

収    益 
768,925,942 221,013,985 547,911,957 347.9 19.3 6.4 

 介 護 保

険収益 
47,693,985 54,766,089 △7,072,104 87.1 1.2 1.6 

 補助金 693,881,000 134,847,000 559,034,000 514.6 17.4 3.9 

 その他 27,350,957 31,400,896 △4,049,939 87.1 0.7 0.9 

特別利益 0 0 0 0 0.0 0.0 

 

 事業収益は３９億９，２６２万円で、前年度に比較して５億５，３７４万円 

（１６．１％）の増となっている。 

 これは医業外収益が増となったことによるものである。 

ア 医業収益は３２億２，３６９万円で、前年度に比較して５８３万円（０．２％）

の増となっている。 

 これは入院収益が減となったものの、外来収益及びその他医業収益が増となったこ

とによるものである。 

イ 医業外収益は７億６，８９３万円で、前年度に比較して５億４，７９１万円  

（２４７．９％）の増となっている。 

 これは、一般会計補助金が５億５，５８３万円（４１２．１％）の増となったこと

によるものである。 
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（５）費用 

 主な費用の内訳は第１１表のとおりである。 

第１１表 費用の内訳 

 （単位：円・％） 

区 分 23年度 22年度 比較増減 
前年 

度比 

構成比 

23年度 22年度 

事 業 費 用 3,718,992,684 3,614,975,643 104,017,041 102.9 100 100 

医 業 費 用 3,641,227,000 3,537,801,609 103,425,391 102.9 97.9 97.9 

 給 与 費 2,328,025,545 2,306,468,878 21,556,667 100.9 62.6 63.8 

 材 料 費 628,250,579 593,343,858 34,906,721 105.9 16.9 16.4 

 経 費 572,822,759 525,860,597 46,962,162 108.9 15.4 14.5 

 減価償却費 100,302,971 100,280,210 22,761 100.0 2.7 2.8 

 資産減耗費 6,277,535 6,924,852 △647,317 90.7 0.2 0.2 

 研究研修費 5,547,611 4,923,214 624,397 112.7 0.1 0.1 

医 業 外 

費 用 
77,291,570 76,592,404 699,166 100.9 2.1 2.1 

 支払利息  22,276,355 23,753,780 △1,477,425 93.8 0.6 0.7 

 雑 支 出 55,015,215 52,838,624 2,176,591 104.1 1.5 1.5 

特 別 損 失 474,114 581,630 △107,516 81.5 0.0 0.0 

 過年度損益

修 正 損 
474,114 581,630 △107,516 81.5 0.0 0.0 

 

 事業費用は３７億１，８９９万円で、前年度に比較して１億４０２万円（２．９％）

の増となっている。 

ア 医業費用は３６億４，１２３万円で、前年度に比較して１億３４３万円（２．９％）

の増となっている。 

 これは主として、給与費２，１５６万円の増、材料費３，４９１万円の増、経費 

４，６９６万円の増によるものである。経費はほぼ全ての費目で増となっているが、

修繕費９２４万円の増、委託料２，３４９万円の増が主なものである。 

イ 医業外費用は７，７２９万円で、前年度に比較して７０万円（０．９％）の増と

なっている。 

ウ 特別損失は４７万円で、前年度に比較して１１万円（１８．５％）の減となって

いる。 

 なお、医業収益に対する主な費用の割合の推移は第１２表のとおりである。 
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第１２表 医業収益に対する主な費用の推移 

（単位：円・％） 

区 分 21年度 22年度 a 23年度 b (b-a)/a 

医 業 収 益 3,205,316,789 3,217,863,750 3,223,689,319 0.2 

医 業 費 用 3,592,536,399 3,537,801,609 3,641,227,000 2.9 

職 員 給 与 費 2,308,614,299 2,306,468,878 2,328,025,545 0.9 

薬 品 費 325,030,481 337,386,565 373,731,387 10.8 

診 療 材 料 費 259,638,316 250,993,122 250,630,715 △0.1 

委 託 料 238,142,415 247,189,194 270,678,028 9.5 

割

合 

医 業 費 用 112.1 109.9 113.0 － 

職員給与費 72.0 71.7 72.2 － 

薬 品 費 10.1 10.5 11.6 － 

診療材料費 8.1 7.8 7.8 － 

委 託 料 7.4 7.7 8.4 － 
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（６）一般会計繰入金 

 一般会計繰入金の状況は第１３表のとおりである。 

第１３表 一般会計繰入金の状況 

（単位：千円・％） 

区        分 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 

救 急 病 院 
基 準 額 46,693 46,956 48,297 52,237 55,790 

実繰入額 46,693 46,956 48,297 52,237 55,790 

保 健 衛 生 

行 政 

基 準 額 3,439 15,274 6,580 6,580 17,887 

実繰入額 3,439 15,274 6,580 6,580 17,887 

研究研修費

経営研修費 

基 準 額 1,584 1,932 1,932 2,782 2,849 

実繰入額 1,584 1,932 1,932 2,782 2,849 

共 済 

追 加 費 用 

基 準 額 19,968 18,096 18,531 19,140 34,756 

実繰入額 19,968 18,096 18,531 19,140 34,756 

基 礎 年 金 

拠 出 金 

基 準 額     25,053 

実繰入額     25,053 

児童手当・ 

子ども手当 

基 準 額    11,645 12,636 

実繰入額    11,645 12,636 

院内保育所 
基 準 額     9,159 

実繰入額     9,159 

へき地医療 
基 準 額     1,481 

実繰入額     1,481 

高 度 医 療 
基 準 額     53,537 

実繰入額     53,537 

小 児 医 療 
基 準 額     14,743 

実繰入額     14,743 

建 設 改 良 
基 準 額 137,744 143,231 177,922 142,032 144,658 

実繰入額 137,744 143,231 177,922 142,032 149,594 

そ の 他 実繰入額 16,509 15,092 95,978 27,476 448,833 

合 計 
基 準 額 209,428 225,489 253,262 234,416 372,549 

実繰入額 225,937 240,581 349,240 261,892 826,318 

収益的収入に占める割合 4.0 3.5 5.4 3.9 17.3 

資本的収入に占める割合 15.6 79.9 78.1 95.1 98.1 

（注）地方公営企業決算状況調査による。 
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（７）経営分析比率 

 主な収益の分析比率は第１４表のとおりである。 

第１４表 主な収益比率 

 （単位：％） 

分 析 項 目 21年度 22年度 23年度 算            式 

総 収 支 比 率 94.7 95.1 107.4 （総収益/総費用）×100 

経 常 収 支 比 率 94.7 95.1 107.4 （経常収益/経常費用）×100 

医 業 収 支 比 率 89.2 91.0 88.5 （医業収益/医業費用）×100 

企業債元利償還金

対医業収益比率 
5.7 5.8 5.8 

（建設改良のための企業債元利 

償還金/医業収益）×100 

 

 総収支比率等については、１００％以上で数値が高いほど良いとされている。 

 総収益と総費用の対比により収益性を示す総収支比率は１０７．４％（前年度比 

１２．３ポイント増）、経常的な収益と費用の対比により単年度黒字の目安を示す経

常収支比率は１０７．４％（前年度比１２．３ポイント増）、病院固有の事業に係る

医業収支比率は８８．５％（前年度比２．５ポイント減）となった。資金不足解消の

ため一般会計補助金が増となったことによるものである。病院固有の事業での収支の

改善は非常に困難といえる。 

 なお、医業収益に対する企業債元利償還金の比率は、多額な建設投資もないことか

らほぼ一定の値で推移している。 
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４ 財政状態 

 資産、負債及び資本の状態は第１５表のとおりである。 

第１５表 比較貸借対照表（要約） 

 （単位：円・％） 

区     分 23年度 22年度 比較増減 
前年 

度比 

構成比率 

23年度 22年度 

資 産 合 計 3,097,138,851 3,138,276,756 △41,137,905 98.7 100 100 

 固定資産  2,403,613,081 2,475,389,560 △71,776,479 97.1 77.6 78.9 

 流動資産  693,525,770 662,887,196 30,638,574 104.6 22.4 21.1 

負債資本合計 3,097,138,851 3,138,276,756 △41,137,905 98.7 100 100 

 負債合計  693,079,270 973,131,747 
△

280,052,477 
71.2 22.4 31.0 

  流動負 債 693,079,270 973,131,747 
△

280,052,477 
71.2 22.4 31.0 

 資本合計  2,404,059,581 2,165,145,009 238,914,572 111.0 77.6 69.0 

 資 本 金 2,491,659,956 2,547,139,961 △55,480,005 97.8 80.5 81.2 

  自己資本金 1,948,999,018 1,838,962,018 110,037,000 106.0 62.9 58.6 

  借入資本金 542,660,938 708,177,943 
△

165,517,005 
76.6 17.6 22.6 

  剰 余 金 △87,600,375 △381,994,952 294,394,577 22.9 △2.8 △12.2 

  資本剰余金 1,001,300,252 980,528,252 20,772,000 102.1 32.3 31.2 

  利益剰余金 
△

1,088,900,627 

△

1,362,523,204 
273,622,577 79.9 △35.2 △43.4 

 

（１）資産 

 資産は前年度末に比較して固定資産が７，１７８万円（２．９％）の減、流動資産

が３，０６４万円（４．６％）の増で、資産合計で４，１１４万円（１．３％）の減

となり、３０億９，７１４万円となっている。 

（２）負債 

 負債は前年度末に比較して一時借入金２億８，０００万円の減などにより、２億 

８，００５万円（２８．８％）の減となり、６億９，３０８万円となっている。 

（３）資本 

 資本は前年度末に比較して償還に伴う借入資本金の減、一般会計補助金の増に伴う

利益剰余金の増などにより２億３，８９１万円（１１．０％）の増となり、２４億 

４０６万円となっている。 
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（４）経営分析比率 

 主な財務比率は第１６表のとおりである。 

第１６表 主な財務比率 

（単位：％） 

分 析 項 目 21年度 22年度 23年度 算             式 

流 動 比 率 79.7 68.1 100.1 （流動資産/流動負債）×100 

当 座 比 率 74.3 63.0 92.9 
（現金預金＋未収金）/流動負債 

×100 

現金預金比率 8.5 13.3 12.6 （現金預金/流動負債）×100 

 

 各比率とも望ましい水準からはほど遠い状況である。しかし平成２３年度で一般会

計からの補助金で資金不足が解消され、流動比率が１００．１％（３２．０ポイント

増）と前年度に比較して増となった。 
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□□□□□参考資料 
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第１表

分 析 項 目 算　　　　　　　　　　　　　　式 説　　　　　　　　　　明

固定資産構成比率 固定資産/（固定資産＋流動資産）×100
総資産の中で固定資産の占める割合を示
す。小さいほど望ましい。

固定負債構成比率 （固定負債＋借入資本金）/負債・資本合計×100
総資本の中で固定負債の占める割合を示
す。小さいほど望ましい。

自 己 資 本 比 率 （自己資本金＋借入資本金）/負債・資本合計×100
総資本の中で自己資本の割合を示す。大
きいほど望ましい。

固 定 資 産 対
長 期 資 本 比 率

固定資産/（資本金＋剰余金）×100
固定資産形成における長期資本の割合を
示す。100％が目安となる。

経　　営　　分　　析　　指　　標
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固 定 比 率 固定資産/（自己資本金＋剰余金）×100
固定資産形成における自己資本の割合を
示す。100％以下であれば理想的。

流 動 比 率 流動資産/流動負債×100
短期的に支払うべき債務の何倍の短期的
に現金化する資産があるかを示す。

当 座 比 率 （現金預金＋未収金）/流動負債×100
流動比率より厳しく短期的な支払い能力
を評価する指標。

現 金 預 金 比 率 現金預金/流動負債×100
当座比率より厳しく短期的な支払い能力
を評価する指標。

自己資本回転比率
医業収益/（（（期首（自己資本金＋剰余金）
＋期末（自己資本金＋剰余金））/2）

自己資本の何倍の医業収益があるかを示
し、自己資本の効率性を表す。
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固定資産回転率
医業収益/（（（期首（固定資産－建設仮勘定）＋期
末（固定資産－建設仮勘定））/2）

固定資産の何倍の医業収益があるかを示
し、固定資産の効率性を表す。

減 価 償 却 率
減価償却累計額/（有形固定資産＋無形固定資産
－土地－建設仮勘定＋減価償却累計額）×100

減価償却対象資産の減価償却累計額の割
合を示し、施設の老朽化度を表す。

流動資産回転率 医業収益/（（期首流動資産＋期末流動資産）/2）
流動資産の何倍の医業収益があるかを示
し、流動資産の効率性を表す。

未 収 金 回 転 率
医業収益/（（期首医業未収金＋期末医業
未収金）/2）

未収金の回収状況を示し、比率が高けれ
ば回収状況が良好なことを表す。

総 資 本 利 益 率
当年度純利益/（（期首総資本＋期末総資本）/2）×
100

資本の効率的な運用を示し、経営体の収
益性を表す。
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総 収 支 比 率 総収益/総費用×100
総収益と総費用を対比したもので、経営
体の収支均衡を見る。

経 常 収 支 比 率 経常収益/経常費用×100
経常収益に対する経常費用の割合を示
し、単年度収支の目安を見る。

医 業 収 支 比 率 医業収益/医業費用×100
本来の業務活動の収益と費用を対比した
もので、業務活動の能率を見る。

利 子 負 担 率 支払利息/（一時借入金＋借入資本金）×100 借入金に対する利子負担を示す。

企業債償還元金対
減価償却額比率

企業債償還元金/減価償却費×100
減価償却額に対する企業債償還元金の割
合を示す。
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企業債償還元金対
料 金 収 入 比 率

企業債償還元金/料金収入×100
料金収入に対する企業債償還元金の割合
を示す。

企 業 債 利 息 対
料 金 収 入 比 率

企業債利息/料金収入×100
料金収入に対する企業債利息の割合を示
す。

企業債元利償還金
対 料 金 収 入

企業債元利償還金/料金収入×100
料金収入に対する企業債元利償還金の割
合を示す。

4.2 

5.7 5.5 5.6 5.7 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

H19 H20 H21 H22 H23

％ 

2.4 

1.1 0.9 0.8 0.7 
0.0

1.0

2.0

3.0

H19 H20 H21 H22 H23

％ 

6.6 
6.8 

6.4 6.4 6.4 

6.0

6.4

6.8

7.2

H19 H20 H21 H22 H23

％ 

- 53 -



　　　　　第２表 決　　　　算　　　　比　　　　率　　　　表
（単位：円・％）

23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23/22 22/21 21/20 20/19

医 業 収 益 3,242,236,134 3,235,807,549 3,224,759,247 3,124,233,991 3,070,398,727 97.4 94.2 96.1 96.5 97.6 100.2 100.3 103.2 101.8

介 護 保 険 収 益 47,730,675 54,817,539 58,776,263 63,735,120 25,648,175 83.3 83.4 87.3 103.1 88.4 87.1 93.3 92.2 248.5

医 業 外 収 益 722,287,153 167,399,170 219,938,096 150,852,376 172,710,845 100.2 101.9 99.8 97.8 97.4 431.5 76.1 145.8 87.3

特 別 利 益 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － － －

合 計 4,012,253,962 3,458,024,258 3,503,473,606 3,338,821,487 3,268,757,747 97.7 94.3 96.2 96.7 97.5 116.0 98.7 104.9 102.1

○資本的収支

23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23/22 22/21 21/20 20/19

企 業 債 26,600,000 508,600,000 － － － 98.9 99.9 － － － 5.2

繰 入 金 138,262,000 127,045,000 161,065,000 126,978,480 96,945,103 100.0 98.3 100.0 100.0 100.0 108.8 78.9 126.8 131.0

固定資産売却代金 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － － －

県 補 助 金 0 6,597,000 45,150,000 2,100,000 0 － 100.0 90.6 97.2 0.0 － 14.6 2,150.0 －

合 計 138,262,000 133,642,000 206,215,000 155,678,480 605,545,103 100.0 98.4 97.8 99.8 100.0 103.5 64.8 132.5 25.7

決　　　　　　　算　　　　　　　額 決算額の予算額に対する比率 対前年度比率

決　　　　　　　算　　　　　　　額 決算額の予算額に対する比率 対前年度比率

-
 
5
4
 
-

科 目
（ 収 入 ）

科 目
（ 収 入 ）



　　　　　第２表 決　　　　算　　　　比　　　　率　　　　表
（単位：円・％）

23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23/22 22/21 21/20 20/19

医 業 費 用 3,700,603,316 3,594,049,857 3,650,919,232 3,371,865,732 3,261,202,704 99.5 99.1 99.5 97.7 97.6 103.0 98.4 108.3 103.4

医 業 外 費 用 37,187,686 38,887,214 46,513,544 48,770,019 91,938,682 104.2 105.2 114.8 111.5 103.9 95.6 83.6 95.4 53.0

特 別 損 失 474,114 581,630 691,870 162,360 7,897,955 23,705.7 123.0 34,593.5 8,118.0 394,897.8 81.5 84.1 426.1 2.1

合 計 3,738,265,116 3,633,518,701 3,698,124,646 3,420,798,111 3,361,039,341 99.3 99.1 99.6 97.8 97.9 102.9 98.3 108.1 101.8

23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23/22 22/21 21/20 20/19

建 設 改 良 費 42,852,360 53,359,208 121,172,530 67,198,150 64,430,852 83.7 92.3 93.1 96.7 99.6 80.3 44.0 180.3 104.3

企業債償還金 165,517,005 162,630,061 156,858,008 166,422,230 598,028,011 94.6 100.0 100.0 100.0 100.0 101.8 103.7 94.3 27.8

合 計 208,369,365 215,989,269 278,030,538 233,620,380 662,458,863 92.1 98.0 96.9 99.0 100.0 96.5 77.7 119.0 35.3

対前年度比率

科 目
（ 支 出 ）

決　　　　　　　算　　　　　　　額 決算額の予算額に対する比率 対前年度比率

科 目
（ 支 出 ）

決　　　　　　　算　　　　　　　額

-
 
5
5
 
-

決算額の予算額に対する比率



　　　　　第３表 損　　益　　計　　算　　書　　構　　成　　並　　び　　に　　す　　う　　勢　　比　　率　　表
（単位：円・％）

23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23年度 22年度 21年度 20年度

3,641,227,000 3,537,801,609 3,592,536,399 3,320,069,109 3,210,563,238 97.9 97.9 97.7 97.7 96.1 113.4 110.2 111.9 103.4

給 与 費 2,328,025,545 2,306,468,878 2,308,614,299 2,172,952,240 2,080,477,655 62.6 63.8 62.8 63.9 62.3 111.9 110.9 111.0 104.4

材 料 費 628,250,579 593,343,858 590,793,850 527,506,864 563,061,293 16.9 16.4 16.1 15.5 16.9 111.6 105.4 104.9 93.7

経 費 572,822,759 525,860,597 578,439,256 505,032,411 455,343,515 15.4 14.5 15.7 14.9 13.6 125.8 115.5 127.0 110.9

減 価 償 却 費 100,302,971 100,280,210 102,650,375 102,568,636 102,420,750 2.7 2.8 2.8 3.0 3.1 97.9 97.9 100.2 100.1

資 産 減 耗 費 6,277,535 6,924,852 6,798,273 6,525,005 4,592,561 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 136.7 150.8 148.0 142.1

研 究 研 修 費 5,547,611 4,923,214 5,240,346 5,483,953 4,667,464 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 118.9 105.5 112.3 117.5

77,291,570 76,592,404 84,060,868 79,034,392 121,300,095 2.1 2.1 2.3 2.3 3.6 63.7 63.1 69.3 65.2

支 払 利 息 22,276,355 23,753,780 27,037,163 30,735,444 66,462,529 0.6 0.7 0.7 0.9 2.0 33.5 35.7 40.7 46.2

雑 支 出 55,015,215 52,838,624 57,023,705 48,298,948 54,837,566 1.5 1.5 1.6 1.4 1.6 100.3 96.4 104.0 88.1

474,114 581,630 691,870 162,360 7,897,955 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 6.0 7.4 8.8 2.1

固 定 資 産
売 却 損

0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

過 年 度 損 益
修 正 損

474,114 581,630 691,870 162,360 7,897,955 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 6.0 7.4 8.8 2.1

3,718,992,684 3,614,975,643 3,677,289,137 3,399,265,861 3,339,761,288 100 100 100 100 100

273,622,577

3,992,615,261 3,614,975,643 3,677,289,137 3,399,265,861 3,339,761,288

（注）すう勢比率は平成19年度を基準とした。

借　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方

決　　　　　　　算　　　　　　　額 構　　成　　比　　率 す　う　勢　比　率
科　　　　　　目

-
 
5
6
 
-

合 計

医 業 費 用

医 業 外 費 用

特 別 損 失

小 計

当 年 度 純 利 益



　　　　　第３表 損　　益　　計　　算　　書　　構　　成　　並　　び　　に　　す　　う　　勢　　比　　率　　表
（単位：円・％）

23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23年度 22年度 21年度 20年度

3,223,689,319 3,217,863,750 3,205,316,789 3,103,521,791 3,049,746,461 80.7 93.6 92.0 93.6 93.9 105.7 105.5 105.1 101.8

入 院 収 益 1,696,489,431 1,748,429,791 1,668,821,136 1,586,949,055 1,527,675,406 42.5 50.8 47.9 47.8 47.1 111.1 114.5 109.2 103.9

外 来 収 益 1,192,926,447 1,157,012,916 1,177,829,655 1,153,126,082 1,170,562,946 29.9 33.6 33.8 34.8 36.1 101.9 98.8 100.6 98.5

その他医業収益 334,273,441 312,421,043 358,665,998 363,446,654 351,508,109 8.4 9.1 10.3 11.0 10.8 95.1 88.9 102.0 103.4

47,693,985 54,766,089 58,718,488 63,649,848 25,596,800 1.2 1.6 1.7 1.9 0.8 186.3 214.0 229.4 248.7

居 宅 療 養 管 理
指 導 収 益

1,754,500 2,702,000 3,271,100 3,570,750 3,423,800 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 51.2 78.9 95.5 104.3

居 宅 介 護
サ ー ビ ス 収 益

24,806,389 29,698,717 32,600,427 36,618,952 20,053,000 0.6 0.9 0.9 1.1 0.6 123.7 148.1 162.6 182.6

訪 問 看 護
利 用 収 益

2,834,606 3,325,992 3,601,001 3,955,068 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 71.7 84.1 91.0 100.0

訪 問 調 査
受 託 収 益

733,810 927,000 1,155,500 1,017,000 1,021,500 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 71.8 90.7 113.1 99.6

居宅支援サービ
ス 計 画 収 益

16,768,000 17,465,000 17,422,500 17,799,500 0.4 0.5 0.5 0.5 0.0 94.2 98.1 97.9 100.0

介 護 予 防 支 援
受 託 収 益

796,680 647,380 667,960 688,578 1,098,500 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 72.5 58.9 60.8 62.7

721,231,957 166,247,896 218,811,900 149,651,749 171,469,086 18.1 4.8 6.3 4.5 5.3 420.6 97.0 127.6 87.3

他 会 計 補 助 金 693,881,000 134,847,000 188,175,000 118,925,000 131,400,000 17.4 3.9 5.4 3.6 4.0 528.1 102.6 143.2 90.5

そ の 他
医 業 外 収 益

27,350,957 31,400,896 30,636,900 30,726,749 40,069,086 0.7 0.9 0.9 0.9 1.2 68.3 78.4 76.5 76.7

0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － － －

固定資産売却益 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － － －

3,992,615,261 3,438,877,735 3,482,847,177 3,316,823,388 3,246,812,347 100 100 100 100 100 123.0 105.9 107.3 102.2

176,097,908 194,441,960 82,442,473 92,948,941

3,992,615,261 3,614,975,643 3,677,289,137 3,399,265,861 3,339,761,288

（注）すう勢比率は平成19年度を基準とした。

決　　　　　　　算　　　　　　　額 構　　成　　比　　率 す　う　勢　比　率

貸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方

-
 
5
7
 
-

科　　　　　　目

医 業 収 益

介 護 保 険 収 益

医 業 外 収 益

特 別 利 益

小 計

当 年 度 純 損 失

合 計



　　　　　　　第４表 貸　　借　　対　　照　　表　　構　　成　　並　　び　　に　　す　　う　　勢　　比　　率　　表
（単位：円・％）

23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23年度 22年度 21年度 20年度

2,403,613,081 2,475,389,560 2,540,774,309 2,549,851,678 2,599,676,775 77.6 78.9 80.3 82.0 82.7 92.5 95.2 97.7 98.1

有 形 固 定 資 産 2,402,642,581 2,474,419,060 2,539,803,809 2,548,881,178 2,598,706,275 77.6 78.8 80.3 81.9 82.7 92.5 95.2 97.7 98.1

無 形 固 定 資 産 970,500 970,500 970,500 970,500 970,500 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0

693,525,770 662,887,196 623,412,146 560,674,132 544,458,282 22.4 21.1 19.7 18.0 17.3 127.4 121.8 114.5 103.0

現 金 預 金 87,417,566 129,068,399 66,465,442 51,053,260 48,198,287 2.8 4.1 2.1 1.6 1.5 181.4 267.8 137.9 105.9

未 収 金 556,477,453 484,214,165 514,820,504 465,047,871 446,425,231 18.0 15.4 16.3 15.0 14.2 124.7 108.5 115.3 104.2

貯 蔵 品 48,330,241 48,583,607 41,105,175 44,351,976 49,613,739 1.6 1.5 1.3 1.4 1.6 97.4 97.9 82.9 89.4

前 払 費 用 1,300,510 1,021,025 1,021,025 221,025 221,025 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 588.4 462.0 462.0 100.0

3,097,138,851 3,138,276,756 3,164,186,455 3,110,525,810 3,144,135,057 100 100 100 100 100 98.5 99.8 100.6 98.9

（注）すう勢比率は平成19年度を基準とした。

借　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方

固 定 資 産

流 動 資 産

科 目
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資 産 合 計

決　　　　　　　算　　　　　　　額 構　　成　　比　　率 す　う　勢　比　率



　　　　　　　第４表 貸　　借　　対　　照　　表　　構　　成　　並　　び　　に　　す　　う　　勢　　比　　率　　表
（単位：円・％）

23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23年度 22年度 21年度 20年度

693,079,270 973,131,747 782,665,477 566,228,209 502,873,592 22.4 31.0 24.7 18.2 16.0 137.8 193.5 155.6 112.6

一 時 借 入 金 500,000,000 780,000,000 570,000,000 430,000,000 350,000,000 16.1 24.9 18.0 13.8 11.1 142.9 222.9 162.9 122.9

未 払 金 191,345,663 191,373,269 206,934,886 134,922,901 152,873,592 6.2 6.1 6.5 4.3 4.9 125.2 125.2 135.4 88.3

仮 受 金 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

預 り 金 1,733,607 1,758,478 5,730,591 1,305,308 0 0.1 0.1 0.2 0.0 0.0 132.8 134.7 439.0 100.0

693,079,270 973,131,747 782,665,477 566,228,209 502,873,592 22.4 31.0 24.7 18.2 16.0 137.8 193.5 155.6 112.6

2,491,659,956 2,547,139,961 2,606,157,022 2,662,519,505 2,699,189,896 80.5 81.2 82.4 85.6 85.8 92.3 94.4 96.6 98.6

自 己 資 本 金 1,948,999,018 1,838,962,018 1,735,349,018 1,634,853,493 1,531,701,654 62.9 58.6 54.8 52.6 48.7 127.2 120.1 113.3 106.7

借 入 資 本 金 542,660,938 708,177,943 870,808,004 1,027,666,012 1,167,488,242 17.5 22.6 27.5 33.0 37.1 46.5 60.7 74.6 88.0

△ 87,600,375 △ 381,994,952 △ 224,636,044 △ 118,221,904 △ 57,928,431 △ 2.8 △ 12.2 △ 7.1 △ 3.8 △ 1.8 151.2 659.4 387.8 204.1

資 本 剰 余 金 1,001,300,252 980,528,252 961,789,252 873,761,432 851,612,432 32.3 31.2 30.4 28.1 27.1 117.6 115.1 112.9 102.6

利 益 剰 余 金
（△欠損金）

△ 1,088,900,627 △ 1,362,523,204 △ 1,186,425,296 △ 991,983,336 △ 909,540,863 △ 35.2 △ 43.4 △ 37.5 △ 31.9 △ 28.9 119.7 149.8 130.4 109.1

2,404,059,581 2,165,145,009 2,381,520,978 2,544,297,601 2,641,261,465 77.6 69.0 75.3 81.8 84.0 91.0 82.0 90.2 96.3

3,097,138,851 3,138,276,756 3,164,186,455 3,110,525,810 3,144,135,057 100 100 100 100 100 98.5 99.8 100.6 98.9

（注）すう勢比率は平成19年度を基準とした。

す　う　勢　比　率

貸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方

決　　　　　　　算　　　　　　　額 構　　成　　比　　率
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科 目

流 動 負 債

負 債 合 計

資 本 金

剰 余 金

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計



　　　　　第５表 費　　用　　節　　別　　比　　率　　表

（単位：円・％）

23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23/22 22/21 21/20 20/19

給 料 852,934,400 854,814,335 871,283,383 838,807,808 825,854,052 22.9 23.6 23.7 24.7 24.7 99.8 98.1 103.9 101.6

手 当 551,523,101 553,603,333 584,499,791 555,949,441 545,176,852 14.8 15.3 15.9 16.4 16.3 99.6 94.7 105.1 102.0

賃 金 （ 医 師 ） 202,013,684 169,998,230 157,271,550 157,149,175 116,997,450 5.4 4.7 4.3 4.6 3.5 118.8 108.1 100.1 134.3

賃 金 （ 職 員 ） 216,431,867 223,099,727 219,434,433 193,876,489 178,801,690 5.8 6.2 6.0 5.7 5.4 97.0 101.7 113.2 108.4

報 酬 6,031,200 6,033,600 43,200 70,680 86,640 0.2 0.2 0.0 0.0 0.0 100.0 13,966.7 61.1 81.6

法 定 福 利 費 499,091,293 498,919,653 476,081,942 427,098,647 413,560,971 13.4 13.8 12.9 12.6 12.4 100.0 104.8 111.5 103.3

薬 品 費 373,731,387 337,386,565 325,030,481 301,025,486 324,387,511 10.0 9.3 8.8 8.9 9.7 110.8 103.8 108.0 92.8

診 療 材 料 費 250,630,715 250,993,122 259,638,316 225,039,778 205,230,164 6.7 6.9 7.1 6.6 6.1 99.9 96.7 115.4 109.7

給 食 材 料 費 2,128,506 2,782,360 2,958,096 32,223,394 0.1 0.1 0.1 0.0 1.0 76.5 94.1 0.0

医 療 消 耗 備 品 費 1,759,971 2,181,811 3,166,957 1,441,600 1,220,224 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 80.7 68.9 219.7 118.1

厚 生 福 利 費 4,837,122 5,052,923 4,684,516 4,333,197 3,993,485 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 95.7 107.9 108.1 108.5

旅 費 交 通 費 28,438,409 24,436,252 22,099,920 22,182,279 18,478,984 0.8 0.7 0.6 0.7 0.6 116.4 110.6 99.6 120.0

職 員 被 服 費 521,737 1,254,563 1,030,386 1,085,138 816,925 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 41.6 121.8 95.0 132.8

消 耗 品 費 18,283,208 15,285,454 18,910,808 16,294,667 13,793,796 0.5 0.4 0.5 0.5 0.4 119.6 80.8 116.1 118.1

消 耗 備 品 費 4,057,696 4,765,108 4,915,025 3,851,926 3,837,819 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 85.2 96.9 127.6 100.4

光 熱 水 費 42,347,958 43,972,083 41,774,800 38,726,355 21,812,691 1.1 1.2 1.1 1.1 0.7 96.3 105.3 107.9 177.5

燃 料 費 33,236,783 30,563,944 23,521,095 38,927,967 58,085,502 0.9 0.8 0.6 1.1 1.7 108.7 129.9 60.4 67.0

食 糧 費 1,472,737 1,353,226 1,139,590 1,200,644 1,168,411 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 108.8 118.7 94.9 102.8

印 刷 製 本 費 13,395,561 13,439,734 16,509,804 9,333,581 10,469,215 0.4 0.4 0.4 0.3 0.3 99.7 81.4 176.9 89.2

修 繕 費 54,110,373 44,869,677 123,180,336 44,375,095 51,694,617 1.5 1.2 3.3 1.3 1.5 120.6 36.4 277.6 85.8

保 険 料 4,428,416 4,307,796 4,449,536 4,268,180 12,553,339 0.1 0.1 0.1 0.1 0.4 102.8 96.8 104.2 34.0

賃 借 料 86,852,515 79,280,871 68,364,926 60,224,689 50,048,909 2.3 2.2 1.9 1.8 1.5 109.6 116.0 113.5 120.3

手 数 料 820,098 1,117,574 838,275 882,010 737,019 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 73.4 133.3 95.0 119.7
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　　　　　第５表 費　　用　　節　　別　　比　　率　　表

（単位：円・％）

23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23年度 22年度 21年度 20年度 19年度 23/22 22/21 21/20 20/19

通 信 運 搬 費 6,352,314 6,026,688 5,612,848 5,995,979 5,383,866 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 105.4 107.4 93.6 111.4

委 託 料 270,678,028 247,189,194 238,142,415 250,470,372 199,460,748 7.3 6.8 6.5 7.4 6.0 109.5 103.8 95.1 125.6

諸 会 費 1,941,460 1,949,960 2,137,022 2,070,460 1,971,080 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 99.6 91.2 103.2 105.0

公 課 費 330,000 215,400 487,300 280,900 435,900 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 153.2 44.2 173.5 64.4

交 際 費 718,344 780,150 640,654 511,972 601,209 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 92.1 121.8 125.1 85.2

雑 費 17,000 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

建 物 減 価 償 却 費 69,110,551 69,110,551 69,110,551 69,110,551 68,268,875 1.9 1.9 1.9 2.0 2.0 100.0 100.0 100.0 101.2

構 築 物 減 価 償 却 費 1,154,691 1,167,831 1,264,491 1,518,471 1,703,814 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 98.9 92.4 83.3 89.1

器械備品減価償却費 29,145,308 29,748,544 32,196,259 31,568,809 32,077,255 0.8 0.8 0.9 0.9 1.0 98.0 92.4 102.0 98.4

車 両 減 価 償 却 費 892,421 253,284 79,074 370,805 370,806 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 352.3 320.3 21.3 100.0

た な 卸 資 産 減 耗 費 1,445,255 2,292,018 1,473,868 1,546,305 1,108,198 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 63.1 155.5 95.3 139.5

固 定 資 産 除 却 費 4,832,280 4,632,834 5,324,405 4,978,700 3,484,363 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 104.3 87.0 106.9 142.9

図 書 費 1,762,733 1,402,504 1,364,463 1,966,145 1,523,217 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 125.7 102.8 69.4 129.1

旅 費 3,154,852 3,103,164 3,081,280 2,494,667 2,333,167 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 101.7 100.7 123.5 106.9

研 究 雑 費 430,026 367,546 794,603 1,023,141 772,032 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 117.0 46.3 77.7 132.5

謝 金 200,000 50,000 39,048 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 400.0 0.0

企 業 債 利 息 20,170,166 22,956,227 25,650,657 28,935,651 65,353,105 0.5 0.6 0.7 0.9 2.0 87.9 89.5 88.6 44.3

一 時 借 入 金 利 息 2,106,189 797,553 1,386,506 1,799,793 1,109,424 0.1 0.0 0.0 0.1 0.0 264.1 57.5 77.0 162.2

雑 損 失 361,299 8,500,000 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3

雑 支 出 55,015,215 52,838,624 56,662,406 48,298,948 46,337,566 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 104.1 93.3 117.3 104.2

過 年 度 損 益 修 正 損 454,006 581,630 691,870 162,360 7,897,955 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 78.1 84.1 426.1 2.1

そ の 他 特 別 損 失 20,108 0.0

合 計 3,718,992,684 3,614,975,643 3,677,289,137 3,399,265,861 3,339,761,288 100 100 100 100 100 102.9 98.3 108.2 101.8
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